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　　赤い羽根共同募金の助成金は、地域福祉の推進に役立っています。

　10 月 1 日から赤い羽根共同募金運動が全国一斉に

始まりました。今年の街頭募金は、音声アナウンスに

よる呼びかけ、赤い羽根は非接触型でお渡しするなど、

新型コロナウイルス感染症対策をとりながら行いまし

た。今年も多くのみなさまが足を止めてご協力くださ

いました。一人ひとりのご協力が大きな力の源です。

　お寄せいただいた募金は高齢者や障害者等の支援、

子育て支援、災害支援等に役立てられます。

　みなさまのご協力ありがとうございます。



　　皆さまより集められた社協会費は、「福祉のまち水戸」の実現のために活用されています。
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水
戸
市
社
協
が
目
指
す
こ
と

　

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

推
進
す
る
活
動
に
は
、
「
す
べ

て
の
人
が
と
も
に
支
え
あ
い
助

け
あ
う
地
域
共
生
の
ま
ち
・
水

戸
」
を
目
指
す
と
い
う
基
本
理

念
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
や

地
域
福
祉
に
関
す
る
団
体
等
が

「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、

世
代
や
分
野
を
超
え
て
「
丸
ご

と
」
つ
な
が
る
こ
と
で
、
地
域

共
生
社
会
が
実
現
す
る
と
い
う

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
で

す
。

　

こ
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向

け
、
「
第
３
次
水
戸
市
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
に
は
、
３
つ
の

基
本
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

方
針
の
一
つ
で
あ
る
「
一
人
ひ

と
り
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
生
活

支
援
体
制
の
充
実
」
に
基
づ
い

て
、
障
害
者
一
人
ひ
と
り
の
人

格
を
尊
重
し
、
複
合
的
な
問
題

に
対
応
で
き
る
よ
う
全
世
代

型
・
全
対
象
型
の
相
談
支
援
体

制
の
充
実
を
目
指
す
実
施
計
画

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

相
談
員
と
し
て
の
姿
勢

　

水
戸
市
社
協
で
は
新
た
な
障

害
者
等
の
相
談
支
援
機
関
と
し

て
、
10
月
１
日
か
ら
水
戸
市
障

害
福
祉
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
水

戸
市
の
障
害
者
の
相
談
支
援
体

制
が
重
層
的
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

相
談
者
本
人
の
性
格
に
加
え
、

家
族
構
成
、
取
り
巻
く
環
境
な

ど
一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
尊
重

し
な
が
ら
ど
ん
な
問
題
を
抱
え
、

ど
う
い
う
経
緯
で
相
談
に
来

ら
れ
た
の
か
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
課
題
を
明
確
に
し
、
解

決
に
導
い
て
い
き
た
い
…
そ
ん

な
相
談
員
と
し
て
の
心
構
え
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

障害者を支援する
専門職員の相談窓口
水戸市障害福祉基幹型支援センター
（☎ 029-303-8981）
相談支援事業所等からの相談に応じ、関係機関と連携

しながら水戸市内の相談機能の充実を図ります。

①専門職員からの相談に応じ、助言や同行訪問等の支援

②地域の相談支援体制強化の取り組み

③障害福祉サービス事業所や医療機関等とのネットワーク作り

④関係機関と連携した権利擁護・虐待防止に関する取り組み

日時 : 月～金、8 時半～ 17 時 15 分

場所 : 市役所 1階（障害福祉課となり）

水
戸
市
社
協
の
障
害
者
相
談
に
つ
い
て

こんなお仕事です

水戸市障害福祉基幹型支援センターは
10月から開設しました！

特集：水戸市社協の障害者相談について

特
集

〔３つの基本方針〕
Ⅰ　�誰もがともに支えあう新たな

地域づくりの推進
Ⅱ　�一人ひとりが尊重される地域

生活支援体制の充実
Ⅲ　�生活課題解決に向けたあらゆ

る機関とのパートナーシップ
の確立



　　赤い羽根共同募金の助成金は、各種事業に活用されています。

3

あらゆる心配ごとや悩みごと
☞心配ごと相談（☎ 029-309-5001）
日時 : 毎週木曜日、13 時～ 15 時半受付

場所 : 市福祉ボランティア会館

素敵な出会いをサポートします
☞結婚相談所（☎ 029-309-1001）
日時 : 毎週土曜日、13 時～ 15 時受付

場所 : 市福祉ボランティア会館

介護保険を利用してサービスを受けたい時
☞在宅福祉サービスセンター
　（☎ 029-309-1201）
日時 : 月～金、8時半～ 17 時 15 分

場所 : 市社協河和田事務局

日常生活に関する相談
水戸市障害者支援センター
（☎ 029-309-6630）
主に在宅の障害者やその家族の地域における生活の相

談に応じ、関係機関と連携しながら、必要な情報の提

供や福祉サービスを利用するための支援等を行います。

①福祉サービスを利用するための情報提供、相談

②社会資源を活用するための支援

③ピアカウンセリング

④専門機関の紹介　等

日時 : 月～金、8時半～ 17 時 15 分

場所 : ミオスビル 2階

就職に関する相談
水戸地区障害者就業・生活支援センター
（☎ 029-309-6630）
職業生活における自立を図るため、社会生活上

の支援を必要とする障害者に対し、雇用、教育

等の関係機関と連携します。

①求職活動、職場定着など就業に関する相談支援

②職業準備訓練、職場実習の斡旋

③日常生活の自己管理に関する助言や支援

④余暇活動等の地域生活に関する助言や支援　など

日時 : 月～金、8時半～ 17 時 15 分

場所 : ミオスビル 2階

認知症、知的障害、精神障害などの理由により、
金銭管理などの支援が必要な方　　　　　　　 
☞権利擁護サポートセンター
　（☎ 029-309-5001）
日時 : 月～金、8時半～ 17 時 15 分

場所 : 市福祉ボランティア会館

仕事面や子どもの学習など
生活におけるあらゆる相談
☞自立相談支援室（☎ 029-291-3941）
日時 : 月～金、8時半～ 17 時 15 分

場所 : 市役所 2階（生活福祉課となり）

水戸市社協のその他の相談窓口

成年後見制度についての
問い合わせにも
応じています。→

こんなお仕事です こんなお仕事です

特集：水戸市社協の障害者相談について

詳しくはHPを
ご覧ください。



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。
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敬老の日を祝して
　水戸市内の各地区において、敬老のお祝いとし

て毎年敬老会を開催しています。今年は新型コロ

ナウイルス感染症対策として、式典を開催せずに

お祝い品をお届けしました。

　渡里支部では、福祉員の方が、小学生が書いた

お手紙を添えたお祝い品をお届けしました。受け

取ったひとり暮らしの高齢者の方は、「いつも気

にかけていただいて嬉しいです」と笑顔でおっ

しゃっていました。

愛パークマルシェを開催
　例年開催していた愛パーク祭の代わりに「愛

パークマルシェ」を9月25日（金）と10月23日（金）

に行いました。

　障害者施設（のぞみ、はげみ、みのり）の利用

者が製作した商品や施設間のコラボ商品に加えて

河和田地区の農家の方々が大切に育てた野菜など

が、数多く店頭に並びました。

　両日ともにあいにくの悪天候でしたが、地域の

方々にも足を運んでいただき本当にありがとうご

ざいました。



　　水戸市社会福祉協議会は皆さまとともに「福祉のまち水戸」の実現に取り組みます。
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　９月 28 日（月）、水戸市青年会議所様ほか 14

団体と水戸市、水戸市社協の間で、災害時の相互

協力に関する協定を締結しました。今後、災害時

の人的、物的支援など被災者支援について 15 団

体の皆様と連携することで広範囲にわたる活動が

可能になります。人材や資機材の確保、情報収集

力など各団体が持つ強みを生かした支援を目指し

ます。

　また、11 月 10 日（火）、水戸市常澄及び内原

商工会青年部様とも、同様の協定を締結しました。

水戸市、水戸市社協、17 団体の皆様と強力な連

携のもと、災害ボランティア活動支援等に取り組

んでいきます。

結婚 50 年をお祝いして
　毎年開催している「金婚祝賀会」に代わり、結

婚 50 年を祝して「ご夫妻に金婚記念写真をプレ

ゼント」を 11 月と 12 月に行いました。市内の

213 組のご夫妻から申込みがあり、感染症対策を

講じた会場で記念撮影を行いました。

　参加したご夫妻は、「記念の年にプロのカメラ

マンに撮影してもらえて嬉しい」「ここまで二人

でがんばってきて、またひとつ夫婦の大切な思い

出が増えました」と笑顔で撮影を終えました。

災害時の相互協力に
関する協定締結式



　　赤い羽根共同募金の助成金は、地域福祉の推進に役立っています。
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水
戸
市
内
で
社
会
福
祉
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
顕
彰

し
、
「
福
祉
の
ま
ち
水
戸
」
の
実
現
を
目
指
す
、
第
51
回
水
戸
市

社
会
福
祉
大
会
を
、
従
来
の
式
典
の
開
催
に
か
え
て
、
表
彰
状
を

お
届
け
す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。

　

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
顕
彰
さ
れ
た
方
々
を
は
じ
め
と

し
た
市
民
福
祉
の
伸
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま

と
と
も
に
、
地
域
の
中
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
、

今
後
な
お
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

―
顕
彰
受
賞
者
の
ご
紹
介
―
（
敬
称
略
）

〇�

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
団
体
役
員
と
し
て
会
の
運
営
発
展
に

貢
献
（
5
名
）

　

志
賀
忠
勝　

武
笠
芙羐
美
子　

早
川
美
代
子　

松
本
修
吾

　

宮
内
利
之

〇�

自
立
し
た
生
活
が
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
障
害
者
手
帳
保
持

者
（
1
名
）

　

鳩
野
光

〇�

多
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
福
祉
の
推

進
に
貢
献
（
3
団
体
・
1
名
）

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
と

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
28
♪
響
（
ひ
び
き
）♪

　

学
校
法
人
茨
城
音
楽
学
園
茨
城
音
楽
専
門
学
校

　

久
保
美
江
子

表
彰
状

〇�

多
年
に
わ
た
り
社
協
関
係
役
員
等
と
し
て
会
の
運
営
及
び
地
域

福
祉
の
推
進
に
貢
献
（
18
名
）

　

飛
田
伸
夫　
　

大
場
衛　
　
　

小
林
一
夫　

加
藤
時
雄　

　

石
田
幸
子　
　

七
字
八
千
代　

荒
井
暁　
　

木
村
隼
人　

　

菊
池
ウ
メ
子　

青
木
俊
夫　
　

折
笠
慶
子　

柳
橋
喜
代
司

　

海
野
千
代　
　

細
貝
久
美
子　

坂
井
宏
子　

飯
村
博
子　

　

駒
橋
一
俊　
　

大
貫
進
一

〇�

令
和
元
年
度
台
風
19
号
災
害
時
の
被
災
者
支
援
活
動
に
貢
献

（
8
団
体
・
7
名
）

　

Ｓ
ｅ
Ｒ
Ｖ
茨
城　

公
益
社
団
法
人
水
戸
青
年
会
議
所

　

茨
城
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社　

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

　

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社　

　

茨
城
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
水
戸
五
八
・
五
八
会

　

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　

井
坂
泰
之　

海
老
原
慧
史　

川
嶋
林　
　
　

久
保
大
輔

　

鷹
崎
繁
幸　

髙
野
ひ
ろ
子　

清
水
久
美
子

〇�

社
協
、
福
祉
施
設
・
団
体
に
協
力
共
助
し
社
会
福
祉
の
増
進
に

貢
献
（
5
団
体
・
13
名
）　

　

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社　

宗
教
法
人
真
如
苑

　

茨
城
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社　

真
如
苑
水
戸
支
部

　

水
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

林
健
太
郎　

吉
田
武
弘　

園
部
た
み
子　

荘
司
ひ
で

　

井
坂
照
夫　

大
内
元
一　

横
川
洋
一　
　

矢
田
部
秀
夫

　

助
川
義
明　

伊
藤
進
央　

駒
橋
一
俊　
　

薗
部
勝
夫

　

園
部
孝

〇
ね
た
き
り・認
知
症
高
齢
者
、障
害
者
（
児
）
の
介
護
者
（
1
名
）

　

川
原
井
季
江

感
謝
状

褒　
状

水
戸
市
社
会
福
祉
大
会

第51回

心配ごと
相 談

あなたのあらゆる心配ごとや悩みごとの
相談に無料で応じます。当日受付順に
相談をお受けします。�（電話相談不可）

日　時　毎週木曜日（祝日を除く）
　　　　13時から15時30分まで受付
場　所　水戸市福祉ボランティア会館
　　　　水戸市赤塚1-1　ミオス2階
問合せ　水戸市社会福祉協議会
　　　　電話  ０２９-３０９-５００１



　　皆さまよりお寄せいただいたご芳志は、各種事業に活用されています。
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編 集 後 記

使用済み切手・プリペイドカード類・物品等
あおい玩具／小林博江／サークル・点心／大平みや子／第一生命保険㈱水戸支社
水戸職域営業オフィス／遠峰駿一郎／大成女子高等学校JRC部／手話サークル
たんぽぽの会／水戸更生保護女性会／㈱カワスミ／全司法労働組合茨城支部／ 
棯﨑薫／外岡健夫／茨城県水戸生涯学習センター／（社福）同仁会内原和敬寮 内原深
敬寮／原勝一・正子／ボーイスカウト水戸第２団／話音絵＝わおんかい／（公社）いばら
き被害者支援センター／水戸市母子寡婦福祉会／朗読ボランティア「コスモス」／ 
ボーイスカウト水戸第４団／飛田捷昱／園部美喜子／大槻義光／三の丸自治コミュ
ニティこだまの会／水嶋英輔／綜合警備保障㈱茨城支社／岡崎彪志／遠西易子／ 
水戸市福祉総務課／水戸要約筆記サークル萠／茨城歌人会／朗読ボランティア「ひ
びき」／水戸市介護保険課／石の老舗こしば／ばるーん・レインボー／真下寿宣／ 
水戸おもちゃクリニック／荘司良一／NPO法人ハッピーリレーいろいろ／小野修一
郎税理士事務所／水戸市国保年金課／水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会見
川支部／戸塚定子／橘川成子／ミュージックベル28♪響（ひびき）♪／今瀬美智子／ 

（一社）茨城県電設業協会／水戸市北部高齢者支援センター／第一生命保険㈱水戸支
社水戸三の丸営業オフィス／水戸シニアアンサンブル／笠原安子／みどり幼稚園
父母の会／水戸市高齢福祉課／混声合唱団コール水戸／飯村健一／ナルク水戸／ 
石井歌子／宮下かし子／望月襄／水戸保護観察所社会貢献活動係／吉田潤一／ 
田口三智子／川上清／はつらつ水戸交友会楽しい手芸／雑賀大介／根本喜美江／ 
川村和雄／吉沢学区子ども会育成連合会／フレアス在宅マッサージ茨城／ 
斉藤通／水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会東部支部／小栁万里子／城
東女性会／水戸下市郵便局／黒澤保夫／大木恒／アートセンタータキタ／ 
井上芳子／社協緑岡支部／石川邦博／水戸市保健推進員城東支部

大成女子高等学校JRC部様

大槻義光様

明治安田生命保険相互会社
水戸支社様

第一生命保険㈱水戸支社
水戸三の丸営業オフィス様

編　集　 水戸市社会福祉協議会広報紙編集委員会
発　行　 社会福祉法人水戸市社会福祉協議会
　　　　 〒 311-4141　水戸市赤塚 1-1
　　　　 （水戸市福祉ボランティア会館内）
　　　　 TEL 029-309-5001  
　　　　 FAX 029-309-5525
　　　　 URL  http://www.mito-syakyo.or.jp
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　今年度の都道府県魅力度ランキングで茨城

県が 8 年ぶりに最下位を脱出し、42 位にアッ

プしました。ニュースで秋の国営ひたちなか海浜公園の魅惑の

コキアが真っ赤に一面を彩っている映像が流れており、春のネモ

フィラと共に脱出の立役者になったのではないでしょうか。水戸

徳川の城下町で日本三名園の偕楽園・千波湖等も魅力度上昇に貢

献したのでしょう。魅力度と共に安心安全で心豊かな福祉のまち

づくりを目指し、育児・教育・医療・福祉の充実を図り、社会福

祉協議会・地域住民・ボランティアの協力を得て「暮らしやすい

まち水戸」が、日本一になれるよう推進していきたいです。

（田上　惠子　記）

〈梨をいただきました〉

〈寄付金をいただきました〉

〈マスクをいただきました〉

〈 〉ノベルティグッズを
いただきました

ご寄付は福祉施設等に有効に活用させていただきました。
水戸市社会福祉協議会
令和２年８月～10月受付分（敬称略・順不同）

寄付金 （社会福祉事業に）
明治安田生命保険相互会社水戸支社／石川地区コミュニティ連絡協議会／ 

荘司良一／水戸シニアアンサンブル

（令和２年度10月末累計額　415,988円）



（シンボルマークと標語）
水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311‒ 4141 水戸市赤塚1-1（水戸市福祉ボランティア会館内）
TEL 029-309-1011　　FAX 029-309-1139
http://www.mito-syakyo.or.jp
月曜日～金曜日  9：30～12：00  13：00～16：30

問　合　せ　・　申　込　み　等

ボランティアセンター
だより

広げよう　心のふれあい　ボランティア

令和2年（2020年）12月15日号

　10月30日（金）、水戸市福祉ボランティア会館において園芸ボランティア養成講座を開催しました。

　本講座は、園芸を通して気軽にできるボランティア活動として、居場所づくりや地域活動に参

加することを目的とした講座です。講師に「結いのはな」代表吉田宏二氏を迎え、座学で花木の種

類や花植えの注意点、土の役割など園芸の基礎を学びました。実技では、初雪カズラ、パンジーな

ど寄せ植えを行い、一人ひとりオリジナルの鉢が完成しました。午後は、グループごとに協力をし

て、プランターにアリッサムやビオラなど植栽を行いました。

　受講者からは、「土の作り方、挿し木・木の説明など、今まで知らなかったことが分かりよかった」 

「今後、地域活動に植物を通して参加できれば、ボランティアとして活動したい」などの声をいた

だきました。

　ボランティアセンターでは、今後園芸ボランティアサークル立上げに向けて支援し、園芸ボラ

ンティアとして活躍していただけるよう応援します。

●赤塚駅南口クリーン作戦　9月26日（土）
　「赤塚駅南口クリーン作戦」として、14名のメンバーが2グループに分かれて、

赤塚駅南口から、東側（ヨークベニマル方面）と西側（カスミ方面）の線路沿い歩

道を中心にゴミ拾いを行いました。

　きれいに見えた歩道も一旦歩き始めると、タバコの吸い殻やレシート、自動

販売機の下には飲みかけの缶や空き缶、歩道脇の植え込みにはチラシやタバコ

の空き箱、ベンチの周りにはお弁当の容器など、実際には思いのほか多数のゴ

ミがあり、各々のゴミ袋がいっぱいになりました。

　メンバーからは、「缶や吸い殻などいろいろなゴミを拾い、拾いがいはあった

けど捨てないでほしい」、「自分たちが活動をしたことで街をきれいにできてよかっ

た」などの感想があり、達成感と共に充実した時間となりました。

●赤い羽根共同募金運動（街頭募金）　10月3日（土）
　水戸駅北口・南口ペデストリアンデッキにおいて、13名のメンバーにより、赤い羽根共同募金運動（街頭募金）

に参加しました。

　今年は、新型コロナウイルス感染症を考慮して、マスク着用により募金者に自ら赤い羽根を取っていただく

（非接触型）等の対策をした中での活動となりました。

　メンバーの協力のもと、声かけの代わりにうちわを使用して視覚的に理解をしてもらうよう工夫をするなど、

昨年とは異なるスタイルでの活動となりましたが、

大勢の皆様から募金をいただくことができました。

　メンバーからは、「みんなで募金活動をして、たく

さんの人に募金をしてもらい、人の役に立てる活動

ができてよかった」との感想があり、人の優しさに

触れ、いきいきとした表情を見せていました。

園芸ボランティア養成講座を開催

mitoこどもボランティア隊 コロナに負けず活動中！


